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(57)【要約】
【課題】着用時にフラップ部に設けられたフック部材の
接合が外れにくいおむつカバーを提供する。
【解決手段】前後方向ｙに前方部Ｆと後方部Ｂとこれら
の間に位置する中間部Ｍと、後方部Ｂから幅方向ｘに延
在する右ウェスト部２と左ウェスト部３と、前方部Ｆか
ら幅方向ｘに延在する右フラップ部４と左フラップ部５
とを有するおむつカバー１であって、右フラップ部４お
よび／または左フラップ部５は複数のフックを有するフ
ック部材７を備え、フック部材７は少なくとも第１領域
と第２領域を有し、第１領域でフックが一方向に配向し
第２領域でフックが他方向に配向し、右フラップ部４ま
たは左フラップ部５を前後方向ｙに横断し、第１領域と
第２領域の両方と交わる仮想線が存在するおむつカバー
。
【選択図】図１



(2) JP 2011-235076 A 2011.11.24

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向に前方部と後方部とこれらの間に位置する中間部と、前記後方部から幅方向に
延在する右ウェスト部と左ウェスト部と、前記前方部から幅方向に延在する右フラップ部
と左フラップ部とを有するおむつカバーであって、
　前記右フラップ部および／または前記左フラップ部は、複数のフックを有するフック部
材を備え、
　前記フック部材は少なくとも第１領域と第２領域を有し、第１領域で前記フックが一方
向に配向し、第２領域で前記フックが他方向に配向し、
　前記右フラップ部または前記左フラップ部を前記前後方向に横断し、前記第１領域と前
記第２領域の両方と交わる仮想線が存在することを特徴とするおむつカバー。
【請求項２】
　前記右フラップ部および／または前記左フラップ部は、前記第１領域が形成された第１
フック部材と前記第２領域が形成された第２フック部材を含む複数のフック部材を備え、
　前記仮想線が前記第１フック部材と前記第２フック部材の両方と交わる請求項１に記載
のおむつカバー。
【請求項３】
　前記第１フック部材は前記右フラップ部または前記左フラップの前記幅方向の内方に向
かって狭くなり、前記第２フック部材は前記右フラップ部または前記左フラップの前記幅
方向の外方に向かって狭くなる請求項２に記載のおむつカバー。
【請求項４】
　前記第１フック部材と前記第２フック部材は、前記右フラップ部または前記左フラップ
の外縁から内方に向かって狭くなる請求項２に記載のおむつカバー。
【請求項５】
　前記第１フック部材と前記第２フック部材は、前記右フラップ部または前記左フラップ
の前記幅方向の内方に向かって狭くなる請求項２に記載のおむつカバー。
【請求項６】
　前記第１フック部材と前記第２フック部材が離間している請求項２～５のいずれか一項
に記載のおむつカバー。
【請求項７】
　前記右フラップ部と前記左フラップ部と前記中間部が伸縮可能である請求項１～６のい
ずれか一項に記載のおむつカバー。
【請求項８】
　前記右ウェスト部と前記左ウェスト部の一方または両方にウェスト用留め具が設けられ
ている請求項１～７のいずれか一項に記載のおむつカバー。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のおむつカバーの中間部に吸収性コアが設けられて
いることを特徴とする使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつカバーおよび使い捨ておむつに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、おむつカバーとして、前後方向に前方部と後方部とこれらの間に位置する中間部
と、後方部から幅方向に延在する右ウェスト部と左ウェスト部と、前方部から幅方向に延
在する右フラップ部と左フラップ部とを有するおむつカバーが知られている。このような
おむつカバーは、右ウェスト部と左ウェスト部を着用者の腰回りに固定して、さらに右フ
ラップ部と左フラップ部を着用者の腰回りに固定された右ウェスト部または左ウェスト部
に固定して着用する。例えば、特許文献１には、このようなおむつカバーに、右ウェスト
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部と左ウェスト部の少なくともいずれか一方と右フラップ部と左フラップ部にフック・ル
ープ・ファスナーのフック部材を設けることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－４２８６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで特許文献１に開示されるようなおむつカバーでは、フラップ部に設けられたフ
ック部材は、おむつカバーの着用時、着用者の腰骨（腸骨、特に腸骨陵等）付近に固定さ
れる場合が多い。しかし人体のこのような箇所は大きな凹凸（曲面）があり、フック部材
をこのような箇所に固定する場合、フック部材が外れやすくなる。
【０００５】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、着用時、フラップ部に設
けられたフック部材の接合が外れにくいおむつカバーおよび使い捨ておむつを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決することができた本発明のおむつカバーとは、前後方向に前方部と後方
部とこれらの間に位置する中間部と、後方部から幅方向に延在する右ウェスト部と左ウェ
スト部と、前方部から幅方向に延在する右フラップ部と左フラップ部とを有するおむつカ
バーであって、右フラップ部および／または左フラップ部は複数のフックを有するフック
部材を備え、フック部材は少なくとも第１領域と第２領域を有し、第１領域でフックが一
方向に配向し第２領域でフックが他方向に配向し、右フラップ部または左フラップ部を前
後方向に横断し、第１領域と第２領域の両方と交わる仮想線が存在するところに特徴を有
する。
【０００７】
　本発明のおむつカバーは、フック部材のフックが第１領域と第２領域で異なる方向に配
向しているため、フラップ部（右フラップ部および／または左フラップ部）のフック部材
に様々な方向の力が作用しても、第１領域と第２領域の接合（係合）が一度には外れにく
くなる。また、おむつカバーは、右フラップ部または左フラップ部を前後方向に横断し、
第１領域と第２領域の両方と交わる仮想線が存在するように、第１領域と第２領域が配置
されているため、フラップ部のフック部材を着用者の腰骨（腸骨、特に腸骨陵等）付近に
固定しても、第１領域と第２領域が着用者の上下方向の凹凸や曲面に対しフィットしやす
くなる。その結果、フック部材を着用者の腰回りに安定して固定しておむつカバーを着用
することができる。
【０００８】
　右フラップ部および／または左フラップ部は、第１領域が形成された第１フック部材と
第２領域が形成された第２フック部材を含む複数のフック部材を備え、仮想線が第１フッ
ク部材と第２フック部材の両方と交わることが好ましい。このように第１領域と第２領域
が異なるフック部材に形成されれば、フラップ部に備えられるフック部材の接合がさらに
強くなる。また、フラップ部に第１領域と第２領域を形成することが容易になる。
【０００９】
　第１フック部材は右フラップ部または左フラップの幅方向の内方に向かって狭くなり、
第２フック部材は右フラップ部または左フラップの幅方向の外方に向かって狭くなること
が好ましい。このように第１フック部材と第２フック部材を設ければ、第１フック部材が
左右フラップ部の端部側からの剥離力に対抗することができ、第２フック部材が左右フラ
ップ部の内方からの剥離力に対抗することができる。特に第２フック部材は、着用者が激
しい動きをしたりしておむつカバーの前方部が歪んだり捻れたりしても、左右フラップ部
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から外れにくくなる。また、第１フック部材と第２フック部材を密に配しやすくなり、フ
ック部材全体としての設置面積を広くとりやすくなる。その結果、フック部材全体の接合
力を高めやすくなる。
【００１０】
　第１フック部材と第２フック部材は、右フラップ部または左フラップの外縁から内方に
向かって狭くなるように設けられることも好ましい。このように第１フック部材と第２フ
ック部材を設ければ、第１フック部材と第２フック部材のそれぞれが左右フラップ部の外
縁側からの剥離力に対抗することができ、第１フック部材と第２フック部材の接合が強く
なる。また、第１フック部材と第２フック部材を密に配しやすくなり、フック部材全体と
しての設置面積を広くとりやすくなる。その結果、フック部材全体の接合力を高めやすく
なる。
【００１１】
　第１フック部材と第２フック部材は、右フラップ部または左フラップの幅方向の内方に
向かって狭くなるように設けられることも好ましい。このように第１フック部材と第２フ
ック部材を設ければ、第１フック部材と第２フック部材のそれぞれが左右フラップ部の端
部側からの剥離力に対抗することができ、第１フック部材と第２フック部材の接合が強く
なる。また、第１フック部材と第２フック部材が幅方向の内方に向かって狭くなっている
ため、左右フラップ部の幅方向の内方側では、おむつカバーの柔軟性や伸縮性がフック部
材により阻害されにくくなり、おむつカバーの取り扱い性が向上する。
【００１２】
　第１フック部材と第２フック部材は離間していることが好ましい。第１フック部材と第
２フック部材が離間して設けられていれば、フラップ部のフック部材が備えられる部分で
着用者の凹凸や曲面に追従しやすくなる。また、フラップ部に備えられるフック部材の接
合の全てが一度には外れにくくなる。
【００１３】
　右フラップ部と左フラップ部と中間部が伸縮可能であることが好ましい。おむつカバー
のこれらの部分が伸縮可能であれば、左右フラップ部を着用者の左右方向に拡張させなが
ら着用者の上方向に引っ張って、左右フラップ部を着用者の腹部に固定することで、着用
者の脚回りのフィット性を高めやすくなる。
【００１４】
　右ウェスト部と左ウェスト部の一方または両方にウェスト用留め具が設けられているこ
とが好ましい。ウェスト用留め具が設けられていれば、左右ウェスト部を着用者の腰回り
に固定することが容易になる。
【００１５】
　本発明はまた、本発明のおむつカバーの中間部に吸収性コアが設けられた使い捨ておむ
つを提供する。本発明の使い捨ておむつもまた、フック部材を安定して着用者の腰回りに
固定して着用することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のおむつカバーおよび使い捨ておむつは、着用時、フラップ部に設けられたフッ
ク部材の接合が外れにくい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明のおむつカバーの一実施態様を表す。
【図２】図１に示したおむつカバーの着用方法の例を表す。
【図３】図１に示したおむつカバーの右フラップ部の拡大図を表す。
【図４】図３に示したフラップ部（フック部材）のＡ－Ａ断面図を表す。
【図５】フラップ部に設けられるフック部材の形状や配置の一例を表す。
【図６】図５に示したフック部材の製造例を表す。
【図７】フラップ部に設けられるフック部材の形状や配置の一例を表す。
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【図８】図７に示したフック部材の製造例を表す。
【図９】フラップ部に設けられるフック部材の形状や配置の一例を表す。
【図１０】図９に示したフック部材の製造例を表す。
【図１１】フラップ部に設けられるフック部材の形状や配置の一例を表す。
【図１２】本発明の使い捨ておむつの一実施態様を表す。
【図１３】図１２の使い捨ておむつのＢ－Ｂ断面図を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明のおむつカバーについて、図面を参照して説明する。なお、本発明のおむつカバ
ーは、図面に示された実施態様に限定されるものではない。図１は、本発明のおむつカバ
ーの一例を表す。図では、矢印ｘを幅方向、矢印ｙを前後方向と定義付ける。
【００１９】
　おむつカバー１は、前後方向ｙと幅方向ｘとを有する。前後方向ｙとは、おむつカバー
を着用者が着用した際、着用者の股間の前後方向に延びる方向を意味する。図１において
、下側が前方に相当し、上側が後方に相当する。幅方向ｘとは、おむつカバーと同一面上
にあり、前後方向ｙと直交する方向を意味する。幅方向ｘは、おむつカバーを着用者が着
用した際、着用者の左右方向に相当する。おむつカバー１は、また、おむつカバーを着用
した際の着用者側に位置する内面と、おむつカバーを着用した際の着用者とは反対側に位
置する外面とを有する。
【００２０】
　おむつカバー１は、前後方向ｙに前方部Ｆと後方部Ｂとこれらの間に位置する中間部Ｍ
とを有する。前方部Ｆとは、おむつカバー１の前後方向ｙの一方端に形成され、おむつカ
バー着用時に着用者の腹側に当てる部分を意味する。後方部Ｂとは、おむつカバー１の前
後方向ｙの他方端に形成され、おむつカバー着用時に着用者の背側に当てる部分を意味す
る。中間部Ｍとは、前方部Ｆと後方部Ｂとの間に位置し、着用者の股間に当てる部分を意
味する。なお、本発明において、前方部Ｆ、中間部Ｍ、後方部Ｂは、後記する右ウェスト
部２、左ウェスト部３、右フラップ部４、左フラップ部５を含まない部分と規定する。図
１では、前方部Ｆ、中間部Ｍ、後方部Ｂ、右ウェスト部２、左ウェスト部３、右フラップ
部４、左フラップ部５を、便宜的に点線で区分して表示している。
【００２１】
　前方部Ｆ、中間部Ｍ、および後方部Ｂは、例えば、それぞれおむつカバー１の前後方向
ｙの長さの３０％、３０％、および４０％の領域を占める。図１に示されるおむつカバー
１では、前方部Ｆ、中間部Ｍ、および後方部Ｂは、このような割合で分割されている。
【００２２】
　おむつカバー１は、後方部Ｂから幅方向ｘに延在する右ウェスト部２と左ウェスト部３
とを有する。右ウェスト部２と左ウェスト部３は、おむつカバー１の着用時にそれぞれ着
用者の右側と左側の腰回りに当てる部分である。図１では、図面の右側が、おむつカバー
の着用時に着用者の左側に位置し、図面の左側が、おむつカバーの着用時に着用者の右側
に位置する。従って、図１では、おむつカバーの内面が見えるように、おむつカバーが示
されている。
【００２３】
　おむつカバー１は中間部Ｍが最も幅方向ｘに狭く形成される。左右ウェスト部２，３は
、中間部Ｍの最も幅狭な部分の外縁より幅方向ｘの外方に位置する部分に相当する。右ウ
ェスト部２と左ウェスト部３は、少なくとも後方部Ｂから幅方向ｘに延在していればよく
、さらに中間部Ｍから幅方向ｘに延在していてもよい。おむつカバー１は、着用時、右ウ
ェスト部２と左ウェスト部３と後方部Ｂとで着用者の腰回りを覆う。おむつカバー１は、
着用の際、右ウェスト部２と左ウェスト部３が幅方向ｘに重なる部分の長さが、着用者の
腰回りの周長の１０％～６０％（より好ましくは、２０％～５０％）となるように着用す
ることが好ましい。
【００２４】
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　おむつカバー１は、前方部Ｆに、幅方向ｘに延在する右フラップ部４と左フラップ部５
とを有する。左右フラップ部４，５は、中間部Ｍの最も幅狭な部分の外縁より幅方向ｘの
外方に位置する部分に相当する。左右フラップ部４，５は、少なくとも前方部Ｆから幅方
向ｘに延在していればよく、さらに中間部Ｍから幅方向ｘに延在してもよい。右フラップ
部４と左フラップ部５は、おむつカバー１の着用時に、前方部Ｆとともに着用者の腹部を
覆う部分である。右フラップ部４と左フラップ部５は、おむつカバー１の着用時、着用者
の背側にまで達するものであってもよい。
【００２５】
　右ウェスト部２と左ウェスト部３の一方または両方には、ウェスト用留め具６が設けら
れることが好ましい。右ウェスト部２と左ウェスト部３の一方または両方にウェスト用留
め具６が設けられれば、ウェスト用留め具６により右ウェスト部２と左ウェスト部３とを
連結することができ、その結果、左右ウェスト部２，３を着用者の腰回りに固定すること
が容易になる。以下、右ウェスト部に設けられるウェスト用留め具を表す符号として「６
Ｒ」を用い、左ウェスト部に設けられるウェスト用留め具を表す符号として「６Ｌ」を用
いる場合がある。図１では、右ウェスト部２にのみウェスト用留め具６Ｒが設けられる実
施態様を示しており、右ウェスト部２をウェスト用留め具６Ｒにより左ウェスト部３また
は後方部Ｂに接合することにより、左右ウェスト部２，３を着用者の腰回りに固定するこ
とができる。
【００２６】
　右フラップ部４および／または左フラップ部５は、複数のフックを有するフック部材７
を備える。図１では、右フラップ部４と左フラップ部５にそれぞれフック部材７が備えら
れている。フック部材７としては、フック・ループ・ファスナー（いわゆる、面ファスナ
ー）のフック部材を用いればよい。なお、右フラップ部に設けられるフック部材を表す符
号として「７Ｒ」を用い、左フラップ部に設けられるフック部材を表す符号として「７Ｌ
」を用いる場合がある。
【００２７】
　左右フラップ部４，５のフック部材７は、左右ウェスト部２，３または後方部Ｂの外面
に接合可能に設けられることが好ましい。従って、フック部材７は、左右フラップ部４，
５の内面に設けられることが好ましい。
【００２８】
　おむつカバー１を着用する際は、着用者の腰回りに装着された左右ウェスト部２，３ま
たは後方部Ｂに、左右フラップ部４，５をフック部材７により接合する。その結果、着用
者の脚回りの密着性が高まり、おむつカバー１のフィット性が向上する。具体的には、右
ウェスト部２と中間部Ｍの右側と右フラップ部４のそれぞれの外縁により、着用者の右脚
のそけい部周辺のフィット性が高められ、左ウェスト部３と中間部Ｍの左側と左フラップ
部５のそれぞれの外縁により、着用者の左脚のそけい部周辺のフィット性が高められる。
【００２９】
　フック部材７は、おむつカバー１の着用時、着用者の背側または横側で固定可能に右フ
ラップ部４および／または左フラップ部５に設けられることが好ましい。具体的には、フ
ック部材７は、背骨（具体的には、背骨の中心線）から着用者の胴回りの長さの５％以上
３５％以下の領域（左右合わせて着用者の胴回りの長さの６０％の領域）に固定可能であ
ることが好ましい。なお、背骨の中心線とは、着用者が起立した状態で、上下方向に伸び
る中心線を意味する。
【００３０】
　図１に示すおむつカバーの着用方法の一例について、図２を用いて説明する。図２に示
すおむつカバー１は、左右ウェスト部２，３と後方部Ｂが、ウェスト用留め具６とフラッ
プ部に設けられるフック部材７が接合可能な材料から構成されている。なお、「右フラッ
プ部および／または左フラップ部」を略して「フラップ部」と称する場合がある。
【００３１】
　おむつカバー１は、後方部Ｂを着用者の背側に当てながら、右ウェスト部２を着用者の
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右側の腰回りに当て、左ウェスト部３を着用者の左側の腰回りに当てる。次いで、右ウェ
スト部２を引っ張りながら、右ウェスト部２のウェスト用留め具６Ｒを左ウェスト部３の
外面に接合する（図２（ａ），（ｂ）参照）。その結果、左右ウェスト部２，３を着用者
の腰回りに固定することができる。次いで、前方部Ｆと左右フラップ部４，５を、着用者
の股間を通して着用者の腹側に持ってきて、左右フラップ部４，５を着用者の左右方向に
拡張させながら着用者の上方向に引っ張って、左右フラップ部４，５をフック部材７によ
りウェスト部２，３または後方部Ｂに固定する（図２（ｂ），（ｃ）参照）。その結果、
おむつカバー１を着用することができる。図２（ｃ）では、左右フラップ部４，５に備え
られたフック部材７を着用者の背側に接合しているが、フック部材７は着用者の腹側に接
合するものでもよい。
【００３２】
　ところで、フラップ部に備えられたフック部材は、おむつカバーの着用時、着用者の腰
骨（腸骨、特に腸骨陵等）付近に固定される場合が多い。しかし、人体のこのような箇所
は大きな凹凸や曲面があり、特に着用者の上下方向に対し大きな凹凸や曲面が形成されて
いる。そのため、フック部材をこのような箇所に固定した場合、フック部材が外れやすく
なる。また、おむつカバーを着用した状態では、フラップ部のフック部材に着用者の左右
方向の内方や着用者の下方向等の様々な方向の力が作用しやすい。さらに、着用者の動き
や体位に応じ、フック部材に作用する力の方向や大きさがその時々で変化する。その結果
、左右ウェスト部等に接合したフック部材がさらに外れやすくなる。これらの課題は、い
わゆるテープ型おむつの背側の左右両端に設けられるフック部材ではほとんど意識されな
い。なぜなら、テープ型おむつに設けられるフック部材は着用者の腹側の比較的平坦な部
分に接合されるからである。
【００３３】
　そこで本発明においては、フラップ部に備えられたフック部材の接合（係合）が容易に
外れにくくするために、フック部材が後述する第１領域と第２領域を少なくとも有し、第
１領域と第２領域を特定の方向に配している。これについて、以下に説明する。
【００３４】
　右フラップ部４および／または左フラップ部５に備えられるフック部材７の詳細につい
て、図３および図４を参照して説明する。図３は、図１に示したおむつカバー１の右フラ
ップ部４の拡大図を示す。図４は、図３に示した右フラップ部４のＡ－Ａ断面図を示す。
図４（ａ）と図４（ｂ）には、フック部材７Ｒの異なる実施態様がそれぞれ示されている
。
【００３５】
　図３および図４では、フック部材７は、右フラップ部４を構成する本体シート１４に取
り付けられている。本体シート１４は、例えば、前方部Ｆと中間部Ｍと後方部Ｂと左右ウ
ェスト部２，３と左右フラップ部４，５を形成している。フック部材７は、例えば、基盤
１３と、基盤１３から突出する複数のフック１２を有する。基盤１３は、フック１２が設
けられる面と反対側の面で、本体シート１４に固定されている。
【００３６】
　図４ではフック１２は鉤形を有している。フックの形状は鉤形に限定されず、錨形やき
のこ形等の形状であってもよい。つまりフック部材７は、基盤１３からフック１２として
複数のピンが突出し、ピンの頂部に係合部が設けられている。係合部は、フック１２の形
状に応じて様々な形状を有している。例えば、鉤形のフックの場合には、ピンの頂部が一
方向に曲がっている。錨形のフックの場合には、ピンの頂部に係合部として横木が設けら
れている。この場合、横木は棒状である必要はなく、ピンの中心軸に対し略点対称に延び
るものであればよい。きのこ形のフックの場合には、ピンの頂部に係合部としてキャップ
が設けられている。このキャップは、短軸方向と長軸方向を有するなど、異方性を有して
いることが好ましい。キャップは、例えば、ピンの中心軸に対し垂直な面での断面が楕円
形となるような形状を有する。錨形やきのこ形のフックは、一般に係合部がピンの中心軸
に対し略点対称の形状を有している。
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【００３７】
　フック部材７は、少なくとも第１領域１１ａと第２領域１１ｂとを有し、第１領域１１
ａでフック１２が一方向に配向し、第２領域１１ｂでフック１２が他方向に配向している
。つまり、第１領域１１ａに設けられた複数のフック１２と第２領域１１ｂに設けられた
複数のフック１２はそれぞれの領域で同じ方向に配向しているが、第１領域１１ａのフッ
ク１２の配向方向と第２領域１１ｂのフック１２の配向方向は互いに異なる。なお、図３
では、フック１２の配向方向を直線で表している。
【００３８】
　フックが一方向に配向することは次のように説明される。つまり、フック部材を平面視
で見た場合（フック部材を基盤に対し垂直方向で見た場合）、フックの頂部の形状が一方
向に整列している。例えば、鉤形のフックの場合には、フック（ピン）の頂部の曲がり方
向が一方向に揃っている。錨形のフックの場合には、ピンの頂部に設けられた横木の配列
方向が一方向に揃っている。きのこ形のフックの場合には、ピンの頂部に設けられたキャ
ップの配向方向が一方向に揃っている。
【００３９】
　第１領域１１ａと第２領域１１ｂは、次に説明する仮想線が存在するように、右フラッ
プ部４または左フラップ部５に配される。すなわち、おむつカバー１には、右フラップ部
４または左フラップ部５を前後方向ｙに横断し、第１領域１１ａと第２領域１１ｂの両方
と交わる仮想線が存在する。図３では、Ａ－Ａ断面が右フラップ部４を前後方向ｙに横断
しており、Ａ－Ａ断面が第１領域１１ａと第２領域１１ｂの両方と交わっているため、Ａ
－Ａ断面を形成する線がこの仮想線に相当する。仮想線は視認可能なようにおむつカバー
に存在する必要はなく、通常は視認できない。
【００４０】
　第１領域１１ａと第２領域１１ｂの配置例としては、例えば、第１領域１１ａと第２領
域１１ｂは前後方向ｙに整列して配されてもよい。また、第１領域１１ａと第２領域１１
ｂは、幅方向ｘに延びる線に投影したときに両者の重なる部分ができる限り、幅方向ｘに
ずれながら前後方向ｙに配されてもよい。つまり、第１領域１１ａと第２領域１１ｂは、
幅方向ｘと前後方向ｙに対し斜めに配されてもよい。
【００４１】
　本発明のおむつカバーは、このように第１領域と第２領域を有するフック部材をフラッ
プ部に備えることにより、おむつカバーを着用した状態で、フック部材の接合（係合）が
容易に外れにくくなる。つまり、フック部材のフックが第１領域と第２領域で異なる方向
に配向しているため、フラップ部のフック部材に様々な方向の力が作用しても、第１領域
と第２領域の接合が一度には外れにくくなる。さらに、おむつカバーは上記説明したよう
な仮想線が存在するように第１領域と第２領域が配されているため、フック部材を着用者
の腰骨（腸骨、特に腸骨陵等）付近に固定しても、第１領域と第２領域が着用者の上下方
向の凹凸（曲面）に対しフィットしやすくなる。その結果、第１領域と第２領域を左右ウ
ェスト部等に好適に接合できるようになる。また、おむつカバーの着用時、フラップ部の
フック部材には主に幅方向ｘの内方への力が作用するとともに補助的に着用者の下方向（
前後方向ｙ）への力が作用する傾向があるところ、おむつカバーは上記説明したような仮
想線が存在するように第１領域と第２領域が配置されているため、フック部材にそのよう
な力が加わっても、第１領域と第２領域の両方がそのような力に対して対抗できる。つま
り、第１領域と第２領域の少なくとも一方がフック部材の接合を外そうとする力に対し対
抗できるため、第１領域と第２領域の一方が他方の脱着を抑止して、フック部材の接合が
外れにくくなる。
【００４２】
　フック部材は、第１領域と第２領域に加え、第３領域を有していてもよい。第３領域の
フックの配向方向は、第１領域または第２領域のフックの配向方向と同じであってもよく
、第１領域と第２領域のいずれのフックの配向方向とも異なっていてもよい。好ましくは
、第３領域のフックは、第１領域と第２領域のいずれのフックの配向方向とも異なって配
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向している。このように第３領域にフックが設けられることにより、おむつカバーを着用
した状態で、フック部材の接合がより外れにくくなる。
【００４３】
　第３領域は、右フラップ部または左フラップ部を前後方向に横断し、第１領域と第２領
域の両方と交わる仮想線と交わってもよく、そうでなくてもよい。好ましくは、おむつカ
バーには、右フラップ部または左フラップ部を前後方向に横断し、第１領域と第２領域と
第３領域の全てと交わる仮想線が存在する。第３領域がこのような仮想線が存在するよう
に設けられることにより、おむつカバーを着用した状態で、フック部材の接合がより外れ
にくくなる。
【００４４】
　フック部材は、さらに第４領域やそれ以上の領域を有していてもよい。第４領域以上の
領域の説明は、第３領域の説明と重複するため省略する。
【００４５】
　フック部材がフラップ部に設けられる箇所は特に限定されないが、フック部材は、フラ
ップ部の幅方向ｘの端部から１００ｍｍ以内（より好ましくは８０ｍｍ以内であり、さら
に好ましくは５０ｍｍ以内）の領域に設けられることが好ましい。このようにフック部材
が設けられれば、おむつカバーを着用の際、フラップ部の幅方向ｘの端部を掴みながらフ
ック部材を左右ウェスト部等に接合することができる。従って、おむつカバーの着用が容
易になる。また、左右フラップ部の幅方向ｘの端部を掴んで、フラップ部を着用者の左右
方向に引っ張ることが容易になるため、おむつカバーを着用する際、おむつカバーの着用
者へのフィット性を高めやすくなる。
【００４６】
　フック部材が設けられる領域の形状や第１領域および第２領域の形状は特に限定されな
い。これらの形状は、図１に示すように扇形（半円形）であってもよく、幅を有する直線
、四角形（角の丸まった四角形を含む）、楕円形、三角形（角の丸まった三角形を含む）
等でもよい。
【００４７】
　第１領域と第２領域は１つのフック部材に形成されてもよく、異なるフック部材に形成
されてもよい。図４（ａ）では、第１領域１１ａと第２領域１１ｂが１つのフック部材７
に形成されている。図４（ｂ）では、第１領域１１ａがフック部材７ａに形成され、第２
領域１１ｂがフック部材７ａとは異なるフック部材７ｂに形成されている。
【００４８】
　フラップ部に備えられるフック部材７の接合の全てが一度に外れにくくなる点からは、
第１領域１１ａと第２領域１１ｂが異なるフック部材７ａ，７ｂに形成されることが好ま
しい。すなわち、右フラップ部４および／または左フラップ部５は、第１領域１１ａが形
成された第１フック部材７ａと第２領域１１ｂが形成された第２フック部材７ｂを含む複
数のフック部材７を備えることが好ましい。この場合、右フラップ部４および／または左
フラップ部５は、複数のフック１２が一方向に配向した第１フック部材７ａと、複数のフ
ック１２が他方向に配向した第２フック部材７ｂとを備えることとなる。前後方向ｙに延
びる仮想線は、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂの両方と交わる。
【００４９】
　各領域が異なるフック部材に形成される場合、それぞれのフック部材は互いに離間して
いることが好ましい。すなわち、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂが離間してい
ることが好ましい。フック部材は一般にある程度の剛性を有しているところ、それぞれの
フック部材が離間して設けられていれば、フラップ部のフック部材が備えられる部分で着
用者の凹凸や曲面に追従しやすくなる。また、仮に１つのフック部材の接合が外れても、
それにつられて他のフック部材の接合が外れにくくなる。従って、フラップ部に備えられ
るフック部材の接合の全てが一度には外れにくくなる。それぞれのフック部材間の離間距
離（最短離間距離）は、０．５ｍｍ以上が好ましく、１ｍｍ以上がより好ましく、また１
０ｍｍ以下が好ましく、７ｍｍ以下がより好ましい。
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【００５０】
　各領域が異なるフック部材に形成される場合のフック部材の好ましい実施態様について
、図５、図７、図９、図１１を用いて説明する。図５、図７、図９、図１１には、右フラ
ップ部４に備えられるフック部材７Ｒを示した。図５、図７、図９、図１１では、第１領
域１１ａが第１フック部材７ａに形成され、第２領域１１ｂが第２フック部材７ｂに形成
され、第３領域１１ｃが第３フック部材７ｃに形成されている。さらに図７、図９、図１
１では、第４領域１１ｄが第４フック部材７ｄに形成されている。
【００５１】
　図５に示すように、第１フック部材７ａは右フラップ部４（または左フラップ部５）の
幅方向ｘの内方に向かって狭くなり、第２フック部材７ｂは右フラップ部４（または左フ
ラップ部５）の幅方向ｘの外方に向かって狭くなることが好ましい（第１設置態様）。こ
の場合、第１フック部材７ａは左右フラップ部４，５の端部側が幅広に形成されているた
め、おむつカバー１の着用時、第１フック部材７ａが左右フラップ部４，５の端部側から
の剥離力に対抗することができる。一方、第２フック部材７ｂは左右フラップ部４，５の
幅方向ｘの内方が幅広に形成されているため、おむつカバー１の着用時、第１フック部材
７ｂが左右フラップ部４，５の内方からの剥離力に対抗することができる。すなわち、着
用者が激しい動きをしたりしておむつカバー１の前方部Ｆが歪んだり捻れたりしても、第
２フック部材７ｂは左右フラップ部４，５から外れにくくなる。また、第１フック部材７
ａと第２フック部材７ｂを左右フラップ部４，５の幅方向ｘの端部に密に配しやすくなり
、フック部材７全体としての設置面積を広くとりやすくなる。その結果、フック部材７全
体の接合力を高めやすくなる。
【００５２】
　図５には、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂに加えて第３フック部材７ｃが設
けられているが、第３フック部材７ｃは隣接するフック部材とは逆方向に狭くなるように
設けられることが好ましい。図５では、第３フック部材７ｃは第１フック部材７ａに隣接
しているため、第３フック部材７ｃは幅方向ｘの外方に向かって狭くなることが好ましい
。すなわち、フック部材が３つ以上設けられる場合は、隣り合ったフック部材の一方が幅
方向の内方に向かって狭くなり、他方が幅方向の外方に向かって狭くなるように、それぞ
れのフック部材が設けられることが好ましい。図５には示されていないが、第４フック部
材以降のフック部材が設けられる場合も同様である。
【００５３】
　第１設置態様では、第１フック部材と第２フック部材の形状としては、三角形（角の丸
まった三角形を含む）、台形（角の丸まった台形を含む）、扇形（角の丸まった扇形を含
む）等が挙げられる。図５では、第１フック部材と第２フック部材の形状は角の丸まった
三角形である。
【００５４】
　図５に示すような第１フック部材と第２フック部材を製造する方法の一例を図６に示す
。図６には、一方向（図の左右方向）に配向した複数のフック２２が設けられたフック部
材用シート２１が示されている。第１フック部材と第２フック部材は、フック部材用シー
ト２１を例えば角の丸まった三角形２３の形状で切り抜くことで得られる。この際、角の
丸まった三角形２３は、複数で略円形を形成するように配置され、これを切り抜く。この
ようにして得られた第１フック部材と第２フック部材を、角の丸まった三角形の形状が右
フラップ部（または左フラップ部）の幅方向ｘの内方または外方に向かって狭くなるよう
に配することで、図５に示すような右フラップ部が得られる。
【００５５】
　第１設置態様に関する上記説明では、主に第１フック部材と第２フック部材について説
明したが、第３フック部材以降のフック部材についても同様である。
【００５６】
　図７に示すように、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂは、右フラップ部４（ま
たは左フラップ部５）の外縁から内方に向かって狭くなることも好ましい（第２設置態様
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）。この場合、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂはそれぞれ、左右フラップ部４
，５の外縁に近い側が幅広に形成されているため、おむつカバー１の着用時、第１フック
部材７ａと第２フック部材７ｂのそれぞれが左右フラップ部４，５の外縁側からの剥離力
に対抗することができ、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂの接合が強くなる。ま
た、左右フラップ部４，５の幅方向ｘの端部に第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂ
を密に配しやすくなり、フック部材７全体としての設置面積を広くとりやすくなる。その
結果、フック部材７全体の接合力を高めやすくなる。
【００５７】
　図７には、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂに加えて第３フック部材７ｃと第
４フック部材７ｄが設けられているが、第３フック部材７ｃと第４フック部材７ｄも右フ
ラップ部４（または左フラップ部５）の外縁から内方に向かって狭くなることが好ましい
。図７には示されていないが、第５フック部材以降のフック部材が設けられる場合も同様
である。
【００５８】
　第２設置態様で用いられる第１フック部材と第２フック部材の形状としては、第１設置
態様で採用可能なフック部材の形状が挙げられる。図７では、第１フック部材と第２フッ
ク部材の形状は角の丸まった扇形である。
【００５９】
　第１フック部材と第２フック部材が右フラップ部または左フラップ部の外縁から内方に
向かって狭くなるように配される場合、第１フック部材と第２フック部材に設けられるフ
ックは、右フラップ部または左フラップ部の外縁に向かって配向していることが好ましい
。例えば鉤形のフックの場合には、フックの頂部が右フラップ部または左フラップ部の外
縁に向かって曲がっている。錨形のフックの場合には、フックの頂部の横木の長手方向が
右フラップ部または左フラップ部の外縁に向かって配向している。きのこ形のフックの場
合には、ピンの頂部のキャップの長軸が右フラップ部または左フラップ部の外縁に向かっ
て配向している。このようにフックが配向することにより、おむつカバーの着用時、第１
フック部材と第２フック部材がより強固に左右ウェスト部等に接合しやすくなる。
【００６０】
　図７に示すような第１フック部材と第２フック部材を製造する方法の一例を図８に示す
。図８には、一方向（図の左右方向）に配向した複数のフック２２が設けられたフック部
材用シート２１が示されている。第１フック部材と第２フック部材は、フック部材用シー
ト２１を例えば角の丸まった扇形２４の形状で切り抜くことで得られる。この際、角の丸
まった扇形２４は、フック部材用シート２１に対し一方向に配向するように、複数切り抜
く。このようにして得られた第１フック部材と第２フック部材を、角の丸まった扇形の形
状が右フラップ部（または左フラップ部）の外縁から内方に向かって狭くなるように配す
ることで、図７に示すような右フラップ部が得られる。また、図８に示す製造例によれば
、第１フック部材と第２フック部材に設けられるフックを、右フラップ部または左フラッ
プ部の外縁に向かって配向させることができる。
【００６１】
　図９には、図７とは第１フック部材と第２フック部材の形状が異なる実施態様について
示した。図９では、第１フック部材と第２フック部材の形状は台形である。図９に示すよ
うに、第１フック部材と第２フック部材の形状が台形の場合は、各フック部材をフック部
材用シートから切り抜く際、フック部材用シートの廃棄部分を少なくすることが容易にな
る。この効果は、第２設置態様において、錨形やきのこ形のフックのように係合部がピン
の中心軸に対し略点対称の形状を有する場合に、特に得られる。また、第１フック部材と
第２フック部材の形状が台形に限らず三角形の場合も同様の効果が得られる。これについ
て図１０を参照して説明する。
【００６２】
　図１０には、図９に示すような第１フック部材と第２フック部材を製造する方法の一例
を示した。図１０には、一方向（図の左右方向）に配向した複数のフック２２が設けられ
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たフック部材用シート２１が示されている。フック部材用シート２１には、台形２５が上
下方向（上辺と下辺の上下方向）が交互に変わるように複数配列され、隣接する台形２５
どうしが間隔を空けずに配置されている。第１フック部材と第２フック部材は、フック部
材用シート２１を台形２５の形状で切り抜くことで得られる。従って、第１フック部材と
第２フック部材の形状が台形の場合は、フック部材用シート２１の廃棄部分を少なくする
ことができる。
【００６３】
　第２設置態様に関する上記説明では、主に第１フック部材と第２フック部材について説
明したが、第３フック部材以降のフック部材についても同様である。
【００６４】
　第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂは、図１１に示すように、右フラップ部４（
または左フラップ部５）の幅方向ｘの内方に向かって狭くなることも好ましい（第３設置
態様）。この場合、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂはそれぞれ、左右フラップ
部４，５の端部側が幅広に形成されているため、おむつカバー１の着用時、第１フック部
材７ａと第２フック部材７ｂのそれぞれが左右フラップ部４，５の端部側からの剥離力に
対抗することができ、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂの接合が強くなる。一方
、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂは幅方向ｘの内方に向かって狭くなっている
ため、左右フラップ部４，５の幅方向ｘの内方側では、本体シートの柔軟性や伸縮性がフ
ック部材７により阻害されにくくなり、おむつカバーの取り扱い性が向上する。
【００６５】
　図１１には、第１フック部材７ａと第２フック部材７ｂに加えて第３フック部材７ｃと
第４フック部材７ｄが設けられているが、第３フック部材７ｃと第４フック部材７ｄも右
フラップ部４（または左フラップ部５）の幅方向ｘの内方に向かって狭くなることが好ま
しい。図１１には示されていないが、第５フック部材以降のフック部材が設けられる場合
も同様である。
【００６６】
　第３設置態様で用いられる第１フック部材と第２フック部材の形状としては、第１設置
態様で採用可能なフック部材の形状が挙げられる。図１１では、第１フック部材と第２フ
ック部材の形状は、角の丸まった扇形である。図１１に示すような第１フック部材と第２
フック部材を製造する方法としては、例えば、図６に示すような方法を採用すればよい。
【００６７】
　第３設置態様に関する上記説明では、主に第１フック部材と第２フック部材について説
明したが、第３フック部材以降のフック部材についても同様である。
【００６８】
　これまでの説明では、右フラップ部４と左フラップ部５の両方に第１領域１１ａと第２
領域１１ｂを有するフック部材７が備えられる実施態様について説明したが、第１領域１
１ａと第２領域１１ｂを有するフック部材７は右フラップ部４と左フラップ部５の少なく
とも一方に設けられればよい。例えば、右フラップ部４と左フラップ部５のどちらかに、
第１領域のみを有するフック部材が備えられてもよい。また、右フラップ部４と左フラッ
プ部５のどちらかに、粘着剤（例えば、粘着テープ、粘着剤層）が備えられてもよい。本
発明においては、好ましくは、右フラップ部４と左フラップ部５の両方に、少なくとも第
１領域１１ａと第２領域１１ｂを有するフック部材７が備えられる。
【００６９】
　次に、ウェスト用留め具６について説明する（図１）。右ウェスト部２のウェスト用留
め具６Ｒは、左ウェスト部３または後方部Ｂに接合可能に設けられることが好ましい。ま
た図１には示されていないが、左ウェスト部３のウェスト用留め具６Ｌは、右ウェスト部
２または後方部Ｂに接合可能に設けられることが好ましい。左右ウェスト部２，３の取り
扱い性を高める点からは、ウェスト用留め具６Ｒは左ウェスト部３に接合可能に設けられ
、ウェスト用留め具６Ｌは右ウェスト部２に接合可能に設けられることが好ましい。
【００７０】
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　ウェスト用留め具６は、例えば、左右ウェスト部２，３の内面に設けられる。この場合
、ウェスト用留め具６は、右ウェスト部２または左ウェスト部３の外面に接合可能となり
、左右ウェスト部２，３の取り扱い性が向上する。また、ウェスト用留め具６Ｒが右ウェ
スト部２の内面に設けられ、ウェスト用留め具６Ｌが左ウェスト部３の外面に設けられて
もよい。この場合、ウェスト用留め具６Ｌを右ウェスト部２の内面に接合し、左ウェスト
部３を右ウェスト部２に重ねて、ウェスト用留め具６Ｒを左ウェスト部３の外面に接合す
ることで、左右ウェスト部２，３を着用者の腰回りに安定して固定しやすくなる。もちろ
ん、ウェスト用留め具６Ｒ，６Ｌの左右ウェスト部２，３への設置面を内外で逆にしても
よい。ウェスト用留め具６はまた、左右ウェスト部２，３の幅方向ｘの端部から延出する
ように設けられてもよい。左右ウェスト部２，３の取り扱い性を高める点からは、ウェス
ト用留め具６は、少なくとも右ウェスト部２の内面および／または左ウェスト部３の内面
に設けられることが好ましい。
【００７１】
　ウェスト用留め具６が左右ウェスト部２，３の内面に設けられる場合、ウェスト用留め
具６は、左右ウェスト部２，３の幅方向ｘの端部から１００ｍｍ以内（より好ましくは８
０ｍｍ以内であり、さらに好ましくは５０ｍｍ以内）の領域に設けられることが好ましい
。このようにウェスト用留め具６が設けられれば、左右ウェスト部２，３の幅方向ｘの端
部を掴みながら、ウェスト用留め具６を左右ウェスト部２，３または後方部Ｂに接合する
ことができ、おむつカバー１の着用が容易になる。
【００７２】
　ウェスト用留め具としては、フック・ループ・ファスナー（いわゆる、面ファスナー）
のフック部材やループ部材、粘着剤（例えば、粘着テープ、粘着剤層）、フック（例えば
、金属製のフックやプラスチック製のフック）等を用いればよい。これらの中でも、ウェ
スト用留め具としては、フック・ループ・ファスナーのフック部材を用いることが好まし
い。フック部材としては、例えば、錨形や鉤形やきのこ形等の形状のフックを多数表面に
有する部材を採用すればよい。また、フラップ部に設けられるフック部材と同様のフック
部材を、ウェスト部にも設けてもよい。
【００７３】
　ウェスト用留め具の形状、すなわち左右ウェスト部２，３のウェスト用留め具が設けら
れる領域の形状は特に限定されない。ウェスト用留め具は、例えば、前後方向ｙに長い形
状であることが好ましく、図１ではそのような形状のウェスト用留め具６Ｒが右ウェスト
部２に設けられている。ウェスト用留め具が前後方向ｙに長い形状であるとは、ウェスト
用留め具の前後方向ｙの長さが幅方向ｘの長さよりも長いことを意味する。ウェスト用留
め具は前後方向ｙに平行に設けられる必要はなく、前後方向ｙに対し斜めに設けられてい
てもよい。ウェスト用留め具が前後方向ｙに長い形状であれば、左右ウェスト部が幅広く
留められ、左右ウェスト部を着用者の腰回りに安定して固定しやすくなる。ウェスト用留
め具の形状としては、例えば、幅を有する直線、楕円形、四角形（角の丸まった四角形を
含む）、三角形（角の丸まった三角形を含む）、扇形（角の丸まった扇形を含む）等が挙
げられる。
【００７４】
　おむつカバー１の着用者の脚回りのフィット性をより高めるためには、右フラップ部４
と左フラップ部５と中間部Ｍが伸縮可能であることが好ましい。おむつカバー１のこれら
の部分の外縁は、おむつカバー１の着用時、着用者のそけい部周辺に当てられる。従って
、おむつカバー１のこれらの部分が伸縮可能であれば、左右フラップ部４，５を着用者の
左右方向に拡張させながら着用者の上方向に引っ張って、左右フラップ部４，５を着用者
の腰回りに固定することで、着用者の脚回りのフィット性を高めやすくなる。また、左右
フラップ部４，５と中間部Ｍに加え、前方部Ｆも伸縮可能であることが好ましい。
【００７５】
　おむつカバー１は、右ウェスト部２と左ウェスト部３が伸縮可能であることが好ましい
。詳細には、右ウェスト部２と左ウェスト部３は、幅方向ｘに伸縮可能であることが好ま
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しい。右ウェスト部２と左ウェスト部３が伸縮可能であれば、左右ウェスト部２，３を伸
張しながら左右ウェスト部２，３を着用者の腰回りに固定することで、おむつカバー１の
着用者の腰回りのフィット性を高めやすくなる。また、左右ウェスト部２，３に加え、後
方部Ｂも伸縮可能であることが好ましい。
【００７６】
　おむつカバーを構成する材料（本体シートの材料）は特に限定されない。おむつカバー
を構成する材料としては、不織布、織布、編布、プラスチックフィルム、およびこれらの
積層体等を使用できる。おむつカバーを構成する材料として不織布、織布、編布等の布材
料を用いる場合、布材料を構成する繊維としては、例えば、ポリプロピレン、ポリエチレ
ン、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン等の合成繊維、パルプ、絹等の天然繊維を
用いればよい。おむつカバーを構成する材料としてプラスチックフィルムを用いる場合は
、例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレタン等
の合成樹脂を用いればよい。おむつカバーは、液透過性であっても、液不透過性であって
もよい。
【００７７】
　おむつカバーは、左右ウェスト部および／または後方部にフック・ループ・ファスナー
のループ部材を設けたり、左右ウェスト部および／または後方部をループ部材として機能
する材料（例えば、不織布、織布、編布等）で構成することが好ましい。左右ウェスト部
および／または後方部をこのような材料で構成することにより、おむつカバーを着用する
際、フラップ部に備えられたフック部材を左右ウェスト部や後方部に固定可能となる。
【００７８】
　おむつカバーが伸縮可能な部分（以下、「伸縮部」と称する場合がある）を有する場合
、伸縮可能な部分は、引張荷重に対し変形し、その変形を元に戻そうとする力を示すもの
であれば、特に限定されない。伸縮部は、少なくとも１．１倍（より好ましくは、１．２
倍、さらに好ましくは１．５倍）に伸張しても、ほぼ元の長さに戻ることが好ましく、前
記伸張範囲で降伏点を有しないものが好ましい。
【００７９】
　伸縮部は、伸縮材料から形成されてもよい。伸縮材料としては、天然ゴム；スチレン－
ブタジエン共重合体、ポリイソブチレン等の合成ゴム；ポリウレタン、ポリエーテル・ポ
リエステル、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフタレート等の合成樹
脂等を用いることができる。伸縮材料を含む繊維を用いて、不織布、織布、編布等に形成
し、伸縮部に用いてもよい。また、伸縮材料をフィルム状に形成し、伸縮部に用いてもよ
い。
【００８０】
　伸縮部は、非伸縮材料から形成されてもよい。この場合、非伸縮材料から形成された繊
維を織布、編布等に形成し、織布の織り方または編布の編み方により、織布や編布に伸縮
性を付与してもよい。
【００８１】
　伸縮部は、伸縮材料と非伸縮材料とから形成されてもよい。この場合、非伸縮性材料か
ら形成された非伸縮な部分（以下、「非伸縮部分」と称する場合がある）に、弾性部材等
の伸縮材料が取り付けられてもよい。伸縮材料は伸張状態で非伸縮部分に取り付けられる
ことが好ましい。また、伸縮材料から形成された繊維と非伸縮材料から形成された繊維と
を用いて、あるいは伸縮材料と非伸縮材料とから形成された複合繊維を用いて、不織布、
織布、編布等に形成し、伸縮部に用いてもよい。
【００８２】
　おむつカバーは、フラップ部に備えられるフック部材とウェスト用留め具（ウェスト用
留め具は設けられる場合）を除くおむつカバー全体が伸縮可能であってもよい。この場合
、フラップ部に備えられるフック部材とウェスト用留め具を除きおむつカバーは同じ材料
から構成されることが、おむつカバーの製造容易性の点から好ましい。
【００８３】
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　おむつカバーは、通気性を確保して、着用時の蒸れを低減する点から、不織布、織布、
編布等から構成されることが好ましい。より好ましくは、フック部材とウェスト用留め具
（ウェスト用留め具は設けられる場合）を除きおむつカバー全体が不織布、織布、編布等
から構成される。
【００８４】
　本発明はまた、本発明のおむつカバーの中間部に吸収性コアが設けられた使い捨ておむ
つを提供する。すなわち、本発明の使い捨ておむつは、前後方向に前方部と後方部とこれ
らの間に位置する中間部と、後方部から幅方向に延在する右ウェスト部と左ウェスト部と
、前方部から幅方向に延在する右フラップ部と左フラップ部とを有し；中間部に吸収性コ
アが備えられ；右フラップ部および／または左フラップ部は、複数のフックを有するフッ
ク部材を備え；フック部材は少なくとも第１領域と第２領域を有し、第１領域で前記フッ
クが一方向に配向し、第２領域で前記フックが他方向に配向し；右フラップ部または左フ
ラップ部を前後方向に横断し、第１領域と第２領域の両方と交わる仮想線が存在する。
【００８５】
　使い捨ておむつとしては、例えば、前方部と後方部とこれらの間に位置する中間部と、
後方部から幅方向に延在する右ウェスト部と左ウェスト部と、前方部から幅方向に延在す
る右フラップ部と左フラップ部とを有する外装シートと、液透過性のトップシートと液不
透過性のバックシートとこれらの間に吸収性コアが配された吸収性本体を有し、吸収性本
体が外装シートの中間部に設けられるものが挙げられる。外装シートは、１枚のシートか
ら構成されてもよく、２枚以上のシートが積層したものでもよい。外装シートとしては、
例えば、内側シートと外側シートとの積層体が挙げられ、この場合、内側シートは親水性
または撥水性であることが好ましく、外側シートは撥水性であることが好ましい。外装シ
ートは、伸縮可能な部分と非伸縮部分を有してもよい。
【００８６】
　使い捨ておむつは、また、液透過性のトップシートと液不透過性のバックシートとこれ
らの間に吸収性コアが配された積層体を有し、この積層体が、前方部と後方部とこれらの
間に位置する中間部と、後方部から幅方向に延在する右ウェスト部と左ウェスト部と、前
方部から幅方向に延在する右フラップ部と左フラップ部とを形成し、吸収性コアが中間部
に設けられるものでもよい。前記積層体は、伸縮可能な部分と非伸縮部分を有してもよい
。あるいは、液透過性のトップシートと液不透過性のバックシートとこれらの間に吸収性
コアが配された積層体が、使い捨ておむつの非伸縮部分を形成し、残りの部分が伸縮可能
な部分としてトップシートやバックシートとは異なる材料から形成されてもよい。
【００８７】
　吸収性コアは、尿等の排泄物を吸収できるものであれば特に限定されない。吸収性コア
としては、例えば、吸収性材料を所定形状に成形した成形体を用いたり、あるいは吸収性
材料を紙シート（例えば、ティッシュペーパー）や液透過性不織布シート等の被覆シート
で覆ったものを用いることができる。吸収性コアに含まれる吸収性材料としては、例えば
、粉砕したパルプ繊維、セルロース繊維等の親水性繊維や、ポリアクリル酸系、セルロー
ス系、デンプン・アクリロニトリル系等の吸水性樹脂等が挙げられる。吸収性材料として
は、少なくとも吸水性樹脂を含んでいることが好ましい。また、吸収性材料として、親水
性繊維の集合体に吸水性樹脂を混合または散布したものを用いてもよい。吸収性コアの形
状は特に限定されない。吸収性コアの形状としては、例えば、長方形、砂時計型、ひょう
たん型、羽子板型等が挙げられる。
【００８８】
　トップシートやバックシートは、例えば、不織布、織布、編布、プラスチックフィルム
、プラスチックフィルムと不織布との積層体等から構成される。前記積層体としては、例
えば、不織布とプラスチックフィルムとが一層ずつ重ねられたものや、プラスチックフィ
ルムを不織布で挟んで重ねられたものが示される。
【００８９】
　トップシートとしては、例えば、セルロース、レーヨン、コットン等の親水性繊維から
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形成された不織布や；ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリアミド、ナイ
ロン等の疎水性繊維から形成された不織布であって、当該疎水性繊維の表面が界面活性剤
により親水化されたもの等を用いることができる。また、トップシートとして、織布、編
布、孔が形成されたプラスチックフィルムを用いてもよい。
【００９０】
　バックシートとしては、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリアミド、
ナイロン等の疎水性繊維から形成された不織布や、プラスチックフィルム等を用いること
ができる。また、不織布とプラスチックフィルムとの積層体を用いてもよい。
【００９１】
　外装シートは、１枚のシートから構成される場合は、バックシートに使用可能な材料を
用いることが好ましい。外装シートが内側シートと外側シートから構成される場合は、内
側シートはトップシートまたはバックシートに使用可能な材料を用いればよく、外側シー
トはバックシートに使用可能な材料を用いればよい。
【００９２】
　前記説明した各シートの材料として不織布を用いる場合、不織布としては、スパンボン
ド法、エアスルー法、ポイントボンド法、メルトブロー法、エアレイド法やそれらの製法
の組み合わせ等により製造されるものが好ましい。また、スパンボンド法とメルトブロー
法を組み合わせたＳＭＳ法により製造された不織布を用いてもよい。
【００９３】
　使い捨ておむつには、吸収性コアの両側縁に沿って、立ち上がりフラップが設けられて
いることが好ましい。立ち上がりフラップは、例えば、吸収性コアの上面に、吸収性コア
の両側縁に沿って設けられてもよく、吸収性コアの幅方向両外側に設けられてもよい。立
ち上がりフラップを設けることにより、尿等の排泄物の横漏れを防ぐことができる。立ち
上がりフラップは、トップシートの幅方向両側に設けられたサイドシートの内方端が立ち
上げられて、形成されてもよい。前記立ち上がりフラップおよびサイドシートは、撥水性
であることが好ましい。
【００９４】
　使い捨ておむつの左右ウェスト部、左右フラップ部、ウェスト用留め具、フラップ部に
備えられるフック部材に関する説明は、おむつカバーの説明と同様である。
【００９５】
　本発明の使い捨ておむつの一例について、図１２および図１３を参照して説明する。図
１２は本発明の使い捨ておむつの一例を表し、図１３は図１２のＢ－Ｂ断面図を表す。な
お、本発明の使い捨ておむつは、図面に示された実施態様に限定されるものではない。な
お、下記の説明において、図１に係るおむつカバーの説明と重複する部分は、説明を省略
する。また、上記のおむつカバーに係る説明の「おむつカバー」、「おむつカバー１」は
、各々「使い捨ておむつ」、「使い捨ておむつ３１」と読み替えるものとする。
【００９６】
　使い捨ておむつ３１は、液透過性のトップシート３２と液不透過性のバックシート３３
との間に吸収性コア３４が配された積層体を有する。トップシート３２は、幅方向ｘの長
さが中間部の幅方向ｘの長さより短く、前後方向ｙの長さが使い捨ておむつ３１の前後方
向ｙの長さとほぼ同じ長さの長方形状を有する。バックシート３３は、前後方向ｙに前方
部と後方部とこれらの間に位置する中間部と、後方部から幅方向ｘに延在する左右ウェス
ト部２，３と、前方部から幅方向ｘに延在する左右フラップ部４，５を形成している。ト
ップシート３２の幅方向ｘの両端にはサイドシート３５が接合され、サイドシート３５は
左右ウェスト部２，３と左右フラップ部４，５を形成している。
【００９７】
　トップシート３２は、着用者の肌に面するように配置され、尿等の排泄物を透過する。
トップシート３２を透過した排泄物は、吸収性コア３４により収容される。バックシート
３３は、排泄物が外部へ漏れるのを防ぎ、衣服等が汚れるのを防ぐ。
【００９８】
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　サイドシート３５には、幅方向ｘの内方端に起立用弾性部材３６が配されている。使い
捨ておむつ３１の着用時には、起立用弾性部材３６の収縮力により、サイドシート３５の
内方部分がトップシート３２の上方、すなわち着用者の肌に向かって立ち上がる。これに
より、立ち上がりフラップが形成され、尿等の排泄物の幅方向ｘの外方への漏れが防止さ
れる。
【００９９】
　左右ウェスト部２，３には、幅方向ｘに延在するウェスト用弾性部材３７が配されてい
る。左右ウェスト部２，３のウェスト用弾性部材３７が配された部分は伸縮部として機能
する。
【０１００】
　中間部には、前後方向ｙに延在する脚用弾性部材３８が配されている。脚用弾性部材３
８は、中間部において、使い捨ておむつ３１の縁に沿って設けられている。左右フラップ
部４，５には、略幅方向ｘに延在するフラップ用弾性部材３９が配されている。脚用弾性
部材３８とフラップ用弾性部材３９とにより、着用者の脚回りのフィット性を高めやすく
なる。
【０１０１】
　ウェスト用弾性部材３７、脚用弾性部材３８、フラップ用弾性部材３９はそれぞれ、サ
イドシート３５とバックシート３３との間に配され、伸張状態でサイドシート３５とバッ
クシート３３とに固定されている。弾性部材としては、ポリウレタン糸、ポリウレタンフ
ィルム、天然ゴム等の通常使い捨ておむつ等に用いられる弾性伸縮材料が用いることがで
きる。各弾性部材は、伸張状態で、ホットメルト接着剤で固定されることが好ましい。例
えば、繊度１００～２，５００ｄｔｅｘのポリウレタン糸を、倍率１．１～５．０倍に伸
張して配設し、固定する。接合手段としては、好ましくは、ゴム系のホットメルト接着剤
である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１：　おむつカバー
　２：　右ウェスト部
　３：　左ウェスト部
　４：　右フラップ部
　５：　左フラップ部
　６：　ウェスト用留め具
　７：　フック部材
　１１ａ：　第１領域
　１１ｂ：　第２領域
　１２：　フック
　３１：　使い捨ておむつ
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